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編者のことば

田 中 耕 司*

この特集号を編むことになった直接のきっかけは,文部省科学研究費補助金重点領域研究｢地

球環境の変動 と文明の盛衰- 新たな文明のパラダイムを求めて｣(領域代表者 :伊東俊太郎

教授,国際 日本文化研究センター,平成 3- 5年度)の公募研究として,｢海域世界の森 と海

- 21世紀の東南アジアと日本｣が採択され,平成 3年度から同公募研究のメンバーを中心に

国内での調査旅行や研究集会がもたれたことによる｡この特集号は,従って,この公募研究の

中間総括という性格をもっている｡

一方,東南アジアの海域世界については,東南アジア研究センターのスタッフが主にインド

ネシアを対象に行なってきた一連の調査研究がある｡1978年に始まった南スマ トラ研究,1980

年に始まった南スラウェシ研究,そして1986年に始まった ｢マレー型農耕文化の系譜｣などを

経て,｢東南アジア海域世界の動態に関する総合的研究｣(1990,91年)辛,現在進行中の ｢島

峡部東南アジアの変容に関する動態的研究｣あるいは ｢海域世界の地域間比較｣-と,この世

罪-の関心が展開している｡この特集号は,こうした一連の海外学術調査の成果を母胎にして

編まれたものでもある｡

ところで,このような一連の調査が実施されたが,｢海域世界｣そのものについての関心が

高まってきたのは1980年代後半からのことと言ってよい｡それまでは特定地域の社会形成や変

容に焦点があてられていたが,特定地域をとりまくもっと大きな枠組み- といっても,ゆる

やかに組織された枠組みであるが- があることに注意が向けられるようになった｡それを例

えは ｢マレー世界｣という言葉,あるいは ｢海域世界｣という言葉で表現するようになってき

たのが1980年代半は以降のことであった｡こうして ｢マレー世界｣や ｢海域世界｣が,仲間 う

ちのある種の ｢ジャーゴン｣として定着するようになったが,その言葉の内包するところは個

個の研究者の関心に従ってまちまちであったようである｡

この特集号は,こうした仲間 うちでの現在の研究状況を,この世界の ｢森｣と ｢海｣という

二つの基本的な生態基盤に焦点を絞ることによって,さらにオープンな土俵にあげられないか

という意図をもって編まれている｡森 と海をテーマとして掲げたのは,この両者が東南アジア

海域世界の基本的な生態基盤であるというだけでなく,東南アジア地域研究という視点からも
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重要であると判断したからである｡いわゆる海域世界という用語は,これまで特定の歴史時代

をさす言葉として使われるのが一般であったが,私たちはこれをもっと現在の東南アジアに引

き寄せて,とくに島峡部東南アジアの社会形成を理解するのに有用なフレームワークとしたい

と考えるようになっている｡そして,そのフレームワークの基本的な要素として森と海をとり

あげようという意図がこの特集号のテーマに込められているのである0

この特集号がその意図に十分にこたえているとは言えないものの,以上のような関心をもっ

て東南アジアの海域世界研究が進行中であることをここから汲みとっていただければ幸いであ

る｡ここに収録 したのは,上記の公募研究のメンバーの一部,および海外調査の際にカウンター

パートとなった 2名の研究者 (現在,外国人客員研究員として東南アジア研究センターに滞在

中)の報告 6編と,上記公募研究のメンバーを中心に行なった座談会の記録である｡以下,各

報告と座談会記録について紹介する｡

高谷好一の ｢東南アジアの森と野と海｣は,｢森｣と ｢海｣の中間に広がる ｢野｣も加えて,

東南アジア海域世界の基本的な生態基盤としたうえで,それぞれの特性とそれを基盤にした社

会の形成過程を論 じている｡東南アジアの海域世界には人を寄せつけない森があることの重要

性が強調されてお り,その一方で進みつつある野の拡大が海域世界との関連でどうとらえられ

るかに言及している｡ 最後に海域世界研究の今後の意義についても要約してお り,この特集号

のいわば総論として読まれるべきものである｡

DomingoM.Nonの "MoroPiracyduringtheSpanishPeriodandItsImpact"紘,歴史家らし

く,海域世界についてのもっともオーソドックスなアブT2-チを見せる論文である｡スペイン

時代のモロの海賊活動が,植民地の圧政に対する反動 として,あるいは宗教対立を背景にして

始まったという通説に対して,それ以前からの奴隷貿易の延長としてとらえられているところ

が主要な論点である｡海賊活動がフィリピン全域にわたっただけでなく,その交易がオラソダ

東インド会社とリンクしていたことなどを明らかにして,当時の海域世界の広が りを想定させ

る点も興味深い｡宗教対立が現在にまで続 くなかで,その宥和を願 う気持が本論文のなかに込

められている｡

前田成文の ｢ブギスの森と海｣は,海洋民族として知られるインドネシア南スラウェシ州の

ブギス人がもつ森と海の観念世界と現実との関連を論 じている｡ブギス人の現実の生活空間で

ある農業空間からみた森と海のもつ結界力や,農業空間に残る森と海の原風景など,ブギス人

の森と海についての心象風景が紹介されている｡

田中耕司の ｢東南アジア海域世界と農業フロンティアの拡大｣は,島峡部東南アジアに広が

りつつある野の世界,すなわち農業空間もまた海域世界と共通する性格をもつことを論 じたも

のである｡南スラウェシ州への農民移住を事例としてとりあげているが,そこで見られた離散

移住,商品化,ネットワーク性などの特性が,すでに安定した農業空間の人々にも見られるこ
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とから,その特性を活かした将来の農業発展の可能性を示唆している｡

HoodM･S･の "Man,ForestandSpirits:ImagesandSurvival amongForest-Dwellersof

M alaysia" は,彼自身のオラン･アス リの詳細な人類学的調査の経験をもとに,マレーシアの

森林生活者の比較研究を行なったものである｡森と人との関係が種族によってどのような違い

を見せるかというテーマと,森林居住者と森の精霊的存在とのかかわ り合いというテーマの二

つに焦点をあわせたもので,マレーシアのコンテクス トのみならず,広 く森文明を考える時に

参考になるものと思 う｡

大木昌の ｢森林利用の諸形態- ジャワと日本における焼畑の比較試論｣は,集約農業が展

開したジャワと日本で,なぜ一方で森林が消滅 し,もう一方でそれが残されたのかを明らかに

しようとする試みである｡焼畑を森林利用の一形態としてとらえ,ジャワと日本の森林利用の

違いを歴史資料の分析から明らかにしている｡海域世界に直接には言及 していないが,両者の

違いが現れた背景に,ジャワのもつ海域世界的な性格があったことを示唆 している点が興味潔

い｡

以上の 6編の個別論文に加えて,この特集号のテ-マをめぐる座談会の記録が収録されてい

る｡ここでは個別論文で十分に展開されていない ｢海域世界｣そのものをめぐる諸問題が議論

されている｡参加者のあいだで海域世界のとらえ方が異な り,ときには意見の対立が鮮明にあ

らわれた場合もあるが,私たちが ｢海域世界｣にどのような思いを込めているかを,おぼろげ

ながらではあるが汲みとっていただけるかと思 う｡正直なところ,座談会記録をまとめての率

直な感想は,東南アジアの海域世界像が十分に浮き彫 りにはされなかったということにつきる｡

けれども,この座談会で議論されたような内容を思考の枠組みとしてもっことは,東南アジア

の ｢地域性｣を考えるうえで重要だということだけは,座談会参加者一同の認識として共有で

きたかと思 う｡

東南アジアの海域世界研究は今も進行中である｡座談会参加者の数名は,現在,インドネシ

アのカリマンタンでこのための調査研究を実施 している｡また,他の数名は東南アジアと他地

域の海域世界の比較研究に向けて,東南アジア以外の地域-も足を延ばしている｡こうした進

行中の調査研究がひと区切 りする時点で,あらためてこの種の議論が深化することを期待 した

い｡そのための捨て石としてこの座談会が位置づけられれば,その意義もあったと言えるので

はないかと思 う｡

最後になったが,この特集号を編む直接のきっかけとなった上記の重点領域研究を主宰され

た領域代表者の伊東俊太郎教授,そして総括班事務局で研究活動の種々の企画 ･準備にご苦労

いただいた安田善意助教授 (国際日本文化研究センター)にこの場をか りてお礼を申し上げた

い｡また,座談会記録のテープ起こしを手助けいただいた柳沢雅之君 (京都大学大学院農学研

究科院生)にもお礼申し上げる｡ (1992年11月,ウジュンパンダソにて)
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ForestsandtheSeaintheSoutheastAsianMaritimeWorld

Editor?sNote

KojiTANAKA*

ThisspecialissueistheoutcomeofaresearchprojectentitledaForestsandtheSeainthe

MaritimeWorld:SoutheastAs iaandJapaninthe21stCentury,"whichispartofan

overallresearchprojectentitled〟ChangesofEarthEnvironmentandtheRiseandFallof

Civilizationsnsupportedbyaspecial grant-in-aidfrom theMinistryofEducationand

Cultureoりapan.Inaddition,thisissueistheoutcomeorCSEAS'slong-term overseas

researchactivitiesintotheenvironmentsandsocietiesortheSoutheastAsianarchipelago.

Thete- 〟maritimeworld乃isusedherenotsolelyastheconventionallhistoricalconcept

relatingto〟theageorcommerceガinSoutheastAsia,butinawidersensetoindicatethe

characteristicsorthesocietiesandhumanbeingsinthearchipelago.

Sixpapersandtherecordorapaneldiscussionareincludedhere･Takaya'spaper,

whichdealswiththeecologicalbackgroundortheSoutheastAsianmaritimeworld,divides

thisintothreebasicspheres,sea,forest,andfarm land,anddescribesthecharacteristics

andtheslgnificanceofeachsphere･Domingo'spaper,dealingwithMoroplraCylnthe

SpanishPeriod,arguesfromvarioushistoricaldocumentsthattheplraCyWasnotareac-

tionagalnStSpanishdominancebutthecontinuationofapre-Hispanic,slave-tradetradi-

tion,andindicatesthatthepresentMuslim-Christianrelations丘ndtheirrootsinthese

unfわrtunatehistoricalincidents.Maeda'spapertriestoportraytheimageofthefわrest

andtheseaperceivedbytheBugisofSouthSulawesl,Whoarefamousfortheirmaritime

activitiesintheSoutheastAsianarchipelago,anddiscussestherecentchangesinthese

traditionalimagesowingtotherapidin且uenceofmodernization･Tanaka'spaper,which

presentsacasestudyofpeasantmlgrationtoSouthSulawesi,concludesthateventhe

agriculturalsocietiesofthearchipelagohavemaritimecharacteristics,andproposesapossi-

blewayfordeveloplngagriculturebymeansofcombiningsuchcharacteristicswith

developmentschemes･ Hood'spaperexaminesthecloseinteractionbetweenmanand

forestamongselected forest-dwellingcommunitiesin Malaysla･ Hemakesuseof

*TheCenterforSoutheastAsianStudies,KyotoUniverSlty
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ethnographicstudiesof丘eld-workerswithinthelast30yearsinordertoillustratenotonly

theuseoftheforestanditsproductsfTorsubsistencebutalsothewiderinvolvementof

forest-dwellerswiththesplrltWOrld,whichisportrayedintheirbeliefsystems.Hisstudy

impliesthattoanimportantextent,thesurvival offorestcommunitiesdependsonthe

natureorexploitationorthefわrestasaresource.Oki'spaperisaunlqueattemptatCOm-

parativestudyofthediHerencesinforestutilizationbetweenJavaandJapan,bothof

whicharefamousfortheintensivenessoftheiragrlCulturalsystems･Itfocussesonshift-

ingcultivationinbothcountries,andheconcludesthatindustrializationisoneofreasons

whyJapanhaspreseⅣedfわrestareasatahigherratethanJava･Apaneldiscussionaimed

atclarifyingtheconceptofourterm 〟theSoutheastAs ianmaritimeworldけandatbuilding

onanoverallvieworworldisrecordedunderthesametitleasthisspecialissue.Even

though wecannotsaytheseaimsweresuccessfullyachieved,therecordpolntSOutVarious

aspectsrelatingtotheSoutheastAsianmaritimeworldandgivesanewimplicationtothe

conventionalterminologyormaritimeworld･

ItisourpleasantdutytothankProf･SyuntaroltoandAssoc･Prof･YoshinoriYasuda

ofthelnternational CenterfTorJapaneseCulturalStudies,whoareresponsibleforthe

organizationandthegeneralcoordinationortheprq】ect,respectively.Specialthanksare

alsoduetoMr.MasayukiYanaglSaWa,postgraduatestudentorFacultyorAgriculture,

KyotoUniverslty,fTortyplngOuttheoriginalrecordofthepaneldiscussion･

(UjungPandang,Nov･,1992)
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